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令和６年度 第２回学校適正配置検討委員会 会議記録（要旨）

日時 令和６年１１月１８日（月） 午後６時００分～午後７時３０分

場所 仙北市西木庁舎２階２０１会議室

出席 出席委員１５名（欠席委員３名）

１ 開会

※前任期満了に伴い、本日から令和８年１１月１７日までの２年間を任期とする委

嘱状が交付された。（再任１４名、新任４名）

２ 教育長あいさつ

３ 議 題

（１）委員長・副委員長の選出

～事務局説明～

満場一致で、委員長に鎌田信委員（秋田大学教育文化学部前教授）、副委員長に

佐藤彰久委員（秋田県立大曲高等学校教諭）が選任された。

（２）学校適正配置の推進状況について（報告）

～事務局説明～

令和４年度から今日までの取り組みと今後の予定を共有するため説明した。

（特に質問等なし）

（３）スポ少団体との情報交換会について（報告）

～事務局説明～

１０月２３日に開催し、学校再編はスポ少活動にも影響することから、現時点での

学校再編の方向性と今後の進め方について情報提供するとともに、各団体内や団体

間で話し合って欲しい旨依頼したことを説明した。

委員 スポ少活動後に帰宅するためのスクールバスの運行は、他自治体で行

っている例はあるか。

事務局 県内では聞いたことがないが、保護者の送迎負担が大変であるとの意

見を踏まえ、可能かどうか検討したい。ただ、実施するには、運転手確

保など課題は多い。

（４）生保内学区住民意見交換会について（報告）

～事務局説明～

１１月１１日に開催し２名が参加した。生保内小・中学校を単独存続とするか統合
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を目指すかに関する生保内学区園・小・中保護者アンケート結果を踏まえ、その方

向性について意見交換したことを説明した。

委員 出席者数が少ない理由は何か考えられるか。

事務局 開催案内チラシを全戸配布したが、保護者や児童生徒のいる家庭の方

は、開催前にアンケート結果（小・中とも単独を望む意見が多数）を見

たり聞いたりして、異論の無い方は出席の必要を感じなかったかもしれ

ない。

委員 生保内地区の方は、１０年後に望ましい学校規模とした１学級２０人

を下回ることを認識しているはずだが、どう考えている様子だったか。

委員 生保内地区では、１０年後には子どもが卒業している保護者は、当面

このままでいいという考えが多いように感じます。

（５）全園・小・中保護者意見交換会について（報告）

～事務局説明～

１１月１６日に開催し、各代表計２５名が参加した。これまでの市民意見やアンケ

ート結果などを踏まえ、みんなが納得できる再編の方向について、６グループに分

かれて意見交換した内容を説明した。

委員 私も出席した。参加者は個人的または組織の代表としての意見もあっ

たかと思うが、他学区の保護者と意見交換できたことは有意義だった。

生保内学区の保護者アンケートの結果は尊重したい気持ちがある。

今後も、開催して欲しいと思う。

（６）具体的な学校再編案について

～事務局説明～

これまでの市民意見を踏まえ、実現可能でより市民に望まれる再編案の絞り込みの

検討を行った内容を説明した。

委員 小学校はＢ案（神代・西明寺・桧木内を統合）、中学校はＢ案または

Ｃ案とすることでいいと思う。ただ、事務局や首長が変われば変わるこ

とがあるのか、また、検討委員会の位置づけはどうなのか。

事務局 検討委員会や総合教育会議の意見も踏まえ教育委員会で判断し、最終

的には議会の議決で決定となる。決定に至る過程で検討委員会の役割は

大きい。



- 3 -

委員 老朽化する校舎の改修スケジュールはどうなるのか。

事務局 学校適正配置計画は、早ければ７年度、遅くとも８年度まで完成させ、

その後２～３年が統合準備期間となる。この準備期間で改修事業や様々

な調整準備を行うことになる。

委員 Ｂ案については、通学対策がしっかりできればＣ案でも良いのではな

いか。１０年後に再び統合の議論を行うとしても同じことなので、これ

を解決できればＣ案も可能ではないか。

事務局 今後、これらの案に限定せずに意見を聴いていく。

委員 桧木内地区は、統合に賛成が多くなっていて、早く統合を進めてもら

いたい雰囲気がある。

事務局 地域から学校がなくなることは重大なことなので、広く関係地域が合

意形成できるよう丁寧に説明していきたい。

委員 全園・小・中保護者意見交換会は有意義だったと思う。自分の地域だ

けでなく市全体のことを考える機会だと思うし、今後も設けて欲しい。

事務局 先日、角館高校の探求授業で、２１人の生徒に市の学校適正配置につ

いて講話する機会があったが、約７割がＢ案を支持していた。

委員 今後、小学校はＢ案、中学校はＢ案またはＣ案を有力な候補として進

めて良いと思う。

委員 私も同じく良いと思う。加えて１０年後のビジョンも示したらいいと

思う。

委員 統合はＢ案から段階的に行うか、長期を見据えてＣ案のより大きい統

合を行うか難しいところだが、私はＣ案がよいと思う。

委員 私も良いと思うが、これから保護者になっていく若い世代の意見も反

映できればいいと思う。

委員長 本日のまとめとして、学校再編案は小学校はＢ案、中学校はＢとＣ案

を有力候補として提示し、進めていって欲しいことを教育委員会への意

見としてよいか。

（全員了承）

５ 閉会


